緊急母体搬送後分娩に至った母親の体験 by 當間 みゆき
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Ⅰȅ͉̲͛ͅ
　周産期は、妊娠合併症や੄産時のトラήルなどの
ため母体・థ児・新生児の生ྵに緊急事態がܳこり
やすい。୽後のわが࣭の母子保࠲統ࠗを妊産ິ死亡
ၚと新生児死亡ၚでみると、઎和25年の妊産ິ死
亡ၚは176į1、新生児死亡ၚは27į4であったが、઎
和55年にはそれぞれ20į5と4į9に೩ئした。٨஝の
主な要因として周産期医療の進༜、母子保࠲施ॐや
施設分娩のଔ進、新生児集中治療室のຽ及がある。
අに新生児集中治療室が整備され、新生児搬送が行
われるようになり、新生児死亡ၚの೩ئに࣓ࡃした。
さらに1970年య後฼から導入された人工΍ーフ͹
クタϋト༞充療法や各ਅκΣタリϋグの進༜は、新
生児医療のݣྵၚの٨஝を௯進し、新生児死亡ၚは
઎和55年の4į9から໹成21年には1į1までにࡘઁし
ている。1）2）一方、19Ĺ0年యの୶進੨外࣭の妊産ິ
死亡ၚはスイス5į4、カナΘ7į6、アιリカ9į2、フ
ラϋス12į9であり、ِが࣭はྚだ٨஝の余地があっ
た。2）ِが࣭の妊産ິ死亡ၚが高かった෸ࠊには、
分娩৾りեい施設のζϋΩχーがઁないこと、また
24時間体制の施設もઁないことが指ഊされていた。3）
઎和60年、࢚生Ⴛ൱જは母体搬送の೰݅に関して
検討を行い、原௱としてݣ急疾患のハイリスク妊娠
等によるものがよいと結論し、੄生ஜより一۹した
母児管ၑがخ能な母体搬送を主体とした周産期医療
シスΞムの確立を目指した。࢚生Ⴛ൱જはこれを受
け໹成Ĺ年「周産期医療対ॐ事業」を開ই、総合周
産期母子医療セϋターを中ړとした周産期医療Υッ
トχークの整備を行ってきた。1）
　周産期セϋターへの母体搬送の適応は妊娠34਩
以ஜの切ท்産やஜ期෫କならびに分娩ஜ੄ࠬ、妊
娠性高ࠬգ症࢓߲などの重ඈな合併症を有する妊ິ
である。9）අにஜ期෫କに関しては、థ児がྚ熟な
状態で੄産するڬ合が高いためŏICŖへの入院とな
るخ能性が高い。
　໹成˕年、࢚生Ⴛ൱જの「周産期医療対ॐ事業実
施要ࣇ」に基̿き沖縄県は、「母子保࠲医療体制整
備検討委員会」を発௷させ1）県内における周産期シ
޽ݢ༦ఘเ௣ࢃ໦༔ͅঢ̹̽༦૶͈ఘࡑ
　當　間　みゆき　　
要কȇ
目的：搬送後分娩に至った母親の体験を明らかにする。
方法：分娩後１ώ月以上経過した母親に࿂౴後、質的記੆的分ଢ଼を行う。
結果：体験は։ુ症状の認েがない時期、おໜのಫりの自ژの時期、治療の時期、搬送ࠨ೰の時期、搬送
中の時期、困თした時期、ະ安の時期、安ബの時期、気̿きの時期のであり、։ુに対する認ে度、感ૂ
の高まり、子をࡢとしての認েが表੄した。։ુに対する認ে度は઀さく産まれたわが子への૭し࿫な
さから高まり、感ૂは்産児のྚ熟性へのະ安からະ安感ૂが高まった。子をࡢとしての認েは੄生ೄ
後の子どの産୊に生への感動を感じ感ૂは最高にోした。子をࡢとしての認েは、子との૘れ合いで高
まる愛ૂを実感し、児に対し૭し࿫ない気持ちになり児を人（ࡢ）として認েする度合いは最高にోした。
結論：։ુ症状の認েや感ૂの高まりの೩い時期は、母親は子に対しࡢの認েが೩かったが੄産後、子
に૘れる事によりそれが高まった。
ŌŦźġŘŰųťġĻ…母体搬送　　分娩　　主۷的体験　　周産期セϋター
沖縄赤十字病院　産ິ人科病൓
14
沖 縄 赤 十 字 医 誌
ŎŦťį…ŋį…ŐŬŪůŢŸŢ…œŦť…CųŰŴŴ…ŉŰŴűį
スΞムの整備に関する調査を行い、໹成10年に「沖
縄県周産期保࠲医療協議会」を設౾した。そして໹
成14年に県立中部病院、໹成1Ĺ年に県立ධ部医療
セϋター・こども医療セϋターを総合周産期母子医
療セϋターに、໹成15年にඣ෦ঌ立病院と沖縄赤
十字病院を地域周産期セϋターとして認೰した。4）
Ⅱ į研究目എ
　母体搬送は母児の生ྵݣफに࣓ࡃしたが、搬送中
の母親の分娩に向けての੔備や思いなどの心ၑ的ケ
アについての研究がઁない。本研究の目的は、緊急
母体搬送となった母親の搬送ஜ、搬送中、搬送後、
分娩後の体験を明らかにし、今後の周産期看護に資
することである。
Ⅲ į研究༹༷
ˍȅဥࢊ͈୰ྶ
１）ζターナルアタッΙιϋト
　੄産ೄ後に新生児の行動にٜ発されて応える母
親の行動（愛໋するȄキスする、༴きしめる）を
ζターナルアタッΙιϋトという5）。
ˎȅௌैഎဥࢊ͈೰݅
１）։ુ症状：切ท症状の一ਅでありໜ部緊ྖ感・
ئໜ೑・ࣴ ೑、ஜଈ೑・ଈ೑（子宮ਓੀ）෫କ・
性ܕ੄ࠬ等をいう。
２）ࡢ：͌とりの人　（ࢩৃ׽ల˒ๅから）
３）子：母体内のథ児・母親から生まれた新生児
ˏȅࡄݪފႁ৪
　地域周産期セϋターに母体搬送され、搬送日もし
くはံ日に分娩した母親で産後１ώ月を経過した母
親とした。
ːȅΟȜΗਓਬ༹༷͂಺औ期ۼȆ໦ଢ଼༹༷
１）対象者の基ய的Οータ
　対象者の基ய的Οータは、カルΞ、母子手ನか
らਓ集した。
２）イϋタΫューの内ယ及
　イϋタΫューの内ယは以ئの11ࣜ目である。　
　ӱ妊娠中の状態
　Ӳ౜当医からのૂ報
ӳ今回の妊娠時の気持
Ӵ病院を移らなけれ͊ならないとࠨまった時の気
持ち
ӵ搬送時の病院の医師からの୰明
Ӷ内ယのၑٜ
ӷ搬送がࠨまった時の気持
Ӹ搬送中の気持
ӹ搬送病院に಍いた時の気持
Ӻஜの病院の୰明と搬送後分娩した気持
ӻ分娩ೄ後赤ち͝んとの࿂会で感じたこと。
３）調査期間
　調査期間は、໹成25年5月から6月。
４）分ଢ଼方法
　ಈࢊ録をౘ念にඋみࣺみ、Ξーζに関連のある
発言を意ྙのまとまりごとに切༌化し、質的ܦො
的に分ଢ଼した。
Ⅳ įႃၑഎ෻ၪȁ　
　本研究は沖縄県立看護大学研究ႃၑૣ査委員会の
ઇ認をංて行った。
Ⅴ įࠫض
ˍȅࡄݪފႁ৪͈ٽါȪນˍȫ
ນˍȁࡄݪފႁ৪͈ٽါ
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ˎȅ։ુછ Ȇેۜ Ȇૂঊͬࡢ̱͂て෇ে͈۾߸଎Ȫ଎ˍȫ
　母体搬送となった研究協力者の体験のٽ念を図１
に示す。体験は「։ુに対する認ে度」のਸ৊と「感
ૂの高まり」の؍৊で表し、搬送ஜ、搬送中、搬送
後、分娩後と時間のၠれをそれぞれのカΞΌリーの
上に示した。「子をࡢとしての認ে」を「։ુに対
する認ে度」と「感ૂの高まり」の間に౾いた。
　母親の体験には˕つの時期があった。母体搬送ஜ
はȸ切ท症状の認েのない時期ȹȸおໜのಫりの自
ژの時期ȹȸ治療の時期ȹȸ搬送ࠨ೰の時期ȹの４つ
の時期、搬送中はȸ搬送中の時期ȹの１つの時期、
搬送後はȸ困თした時期ȹȸະ安の時期ȹの２つの
時期、分娩後はȸ安ബの時期ȹȸ気̿きの時期ȹの
２つの時期があった。
２ȅ༦૶͈ఘࡑȪ଎ˍȫ
ˍȫเ௣ஜ
　搬送ஜには４つの時期がಒ੄されたので、それぞ
れについて୰明する。
（1）ȸ։ુ症状の認েがない時期ȹ
　෫କや性ܕ੄ࠬ、௷の຾ਆがあってもȴၑٜして
いない։ુ症状ȵのためȴ։ુ症状を考えない行動ȵ
や性ܕ੄ࠬが持続しても様子をみるというȺ切ท症
状の知েのࠧශȻがあった。また、ࠬգのਓੀ期が
1Ĺ0ŮŮũŨでも、「よくةか頭が೑くなるがもとも
と༊頭೑もちなので」（Cさん）と妊娠中の頭೑・
༊頭೑を問題ないとȺ։ુ症状をڢ۷視Ȼしていた。
「再ँして֨っקししてɛɛɛঌから、職ાまでྀ
日通っていたので、そうです͇、ॽ事もႻ൱時間も
結構長かったので。」（Ńさん）とおໜのಫりがある
のを自ژしていながらȴ։ુ症状を考えない行動ȵ
をとっていた。
చય৪͈ٽါͬນˍにা̱̹ȃࡇඤ͈౷֖ਔॲ期Γϋ
ΗȜにเ௣ࢃ໦༔͂̈́っ̹˒ྴかͣࡄݪ४ح͈൳փͬ
ං̹̦჏إະၻ͈ˍྴͬੰٸ̱Ȃˑྴ໦͈ΟȜΗͬ໦
ଢ଼చય̱̹͂ȃ࿂୪শ期͉ॲࢃĴı඾̦ˏྴȂॲࢃĴĴ඾
࿒ˍྴȂॲࢃķı඾ˍྴ́Ȃ঱͈ેఠ͉հ೰̱て̞̹ȃ
ාႢ͉Ĳĺपȡ ĵĲप́஠֥ခ૖৪̜́ͤȂːྴ̦ુ޲Ȃ
ˍྴ̦ͺσΨͼΠ̜́っ̹ȃ໦༔Ⴄ͉੝ॲˍྴ͂ࠐॲ
ິːྴ̜́っ̹ȃเ௣ࢃ͈ව院かͣ໦༔͉́͘เ௣൚
඾かͣˍ඾̜́っ̹ȃเ௣ၑဇ͉ஜ期෫କˎྴȂ性ܕ
੄ࠬˍྴȂ்期ଈ೑อြˍྴȂළૡ性ࣞࠬգછ࢓߲ˍ
ྴ́Ȃเ௣শȂ֓ၷਲম৪͈൳ฺ͉Ȃ֓঍Ȇۭࢌ঍ˏ
࠯Ȃۭࢌ঍͈͙ˎ࠯Ȃළૡ਩ତ͉ĴĲ਩ȡ ĴĶ਩໦༔အ৆
͉ࠐᦔ໦༔ˎྴȂೱؐ୨ٳˏྴ੄୆শఘਹ͉ĲĴķĹ̃ȡ
ĳĳĹĵŨ໦༔শ੄ࠬၾ͉ĲĸĶŮŭ ȡ ĲĹĲıŮŭ̜́っ̹ȃ
଎ˍĮ ӱ
଎ˍĮ Ӳ
༦૶͈ܨ঵̻͉˕͈̾౲ٴに໦̫ͣれ̹ȃ̷れ͉ͣȂ
เ௣ஜȸ։ુછે͈෇ে̦̞̈́শ期ȹȸ̤ໜ͈ಫ͈ͤু
ژ͈শ期ȹȸহၷ͈শ期ȹȸเ௣ࠨ೰͈শ期ȹ͈ː̾Ȃ
เ௣ಎ͉ȸเ௣ಎ͈শ期ȹ͈Ĳ̾Ȃเ௣ࢃ͉ȸࣾთ̱̹
শ期ȹȸະհ͈শ期ȹ͈ĳ̾Ȃ໦༔ࢃ͉ȸհബ͈শ期ȹȸܨ
̧͈̿শ期ȹ͈ˎ͈̾শ期̜́っ̹ȃȶ։ુにచ̳る෇
েഽȷͬਸ৊にȂȶۜૂ͈ࣞͤ͘ȷͬ؍৊にȂȶঊͬࡢ
̱͂て͈෇েȷͬၰ৪͈ۼにպ౾さ̵̹ȃ։ુにచ̳
る෇েഽ͉Ȃเ௣ஜ͉̩ࣞ̈́かっ̹̦Ȃเ௣ࢃ͉Ȩ்ॲȩ
̱̹̭͂かͣȨ்ॲ঱͈ςΑ·ȩ̦෇েされȂ੭șに
̩ࣞ̈́ͤȺ઀さ̩ॲ͘れ̹̦ͩঊ͈͒૭̱࿫̈́さȻか
ͣさͣにࣞ͘って̞̹ȃۜૂ͈͉ࣞͤ͘Ȃเ௣ஜ͉ࣞ
̩̈́かっ̹̦Ȃเ௣ࢃ໦༔͂̈́ͤȺ்ॲ঱͈ྚ੃性͒
͈ະհȻかͣະհۜૂ̦ࣞ͘っ̹ȃȴ੄୆ೄࢃ͈ঊ̓͜
͈ેఠにհ૤ȵ̱Ȩॲ୊ȩ͞ڰอに਀௷ͬ൲か̱て̞
るအঊにȺ୆͈͒ۜ൲Ȼ̲ͬۜȂۜૂȪۜ൲ȫ͈ࣞ͘
ͤഽࣣ̞͉डࣞにో̱て̞̹ȃ
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（2）ȸおໜのಫりの自ژの時期ȹ
　ȴ切ท症状の自ژȵのため病院を受診した後、入
院安୓がຈ要と医師の୰明があっても「上の子たち
の学ࢷやら家事のこと、なんにも੔備してないの
で」（ņさん）とȴ家族の心෻ȵの為入院期間をౣ
ੀしてもらっていた。また޲ྩ中おໜがಫってくる
と「ഷ中トイτに行ってݝむことはあったのですけ
ど。」（Ńさん）とおໜのಫりがޑくなってもॽ事を
ݝまず続けていた。このようにȴ家族やॽ事の࿨ڬ
期待ȵに״うような行動をとり、ȴ自ژのある切ท
症状ȵを考えないようにȺ職ાや家族から期待され
る࿨ڬȻを࿹୶せ̰るをංない体験をしていた。
（3）ȸ治療の時期ȹ
　切ท症状が悪化し入院治療がຈ要になり、子宮ਓ
ੀसの点഍投ဓを受けたが、その໗作用で「ࠬ管が
もう೑かったのですよ」（Dさん）とȴ治療に対し
てِྕȵし、Ⱥ治療にฺうߎ೑の受ယȻをしていた。
さらに切ท症状が進行してくると、ȴ搬送ஜ施設で
の治療は困難ȵであると医師の୰明を受けた母親は、
「こっちでࡉられないのかよ。」（Dさん）とȴ搬送
ஜでは治療の効果が੄ないീりȵを感じていた。ま
た、「あのಫりগめの点഍をਞわって（֩み）࿪に
変えてから੄ࠬがまたইまったのです。搬送までの
１਩間くらい੄たりগまったり…（ၞ）…」（łさん）
と医師の治療に対しȴະ૞感ȵを༴きȺ搬送ஜ施設
での医療ੜ౾のࡠ界Ȼを感じていた。
（4）ȸ搬送ࠨ೰の時期ȹ
　ȴ搬送ஜ病院での治療は困難ȵのため周産期セϋ
ターへ母体搬送の౲ٴになると母親は、医師の୰明
にȴ搬送ࠨ೰のޥきȵを感じていた。また「そんな
大ごと、とは思わない、思いたくྫいって事もあっ
て…。」（ņさん）とȴ認めなくない։ુ症状ȵを示
していた。しかし、中には「ࠬգも高いし、体重も
௩加しているし、そのままだったら赤ち͝んもそん
なに育たないし、母体がܓないから、」（Cさん）とȴ医
師の։ુ症状の୰明にොංȵした母親はȴ搬送の୰
明にၑٜȵを示し、Ⱥ搬送ၑဇȻをઇౄした。搬送
ஜはȴၑٜしていない։ુ症状ȵやȴ։ુ症状を考
えない行動ȵから、։ુに対する認ে度は೩くະ安
の感ૂは೩かった。さらに…Ȩ்産の認েະ௷ȩから
子をࡢとして認েする度合いも೩かった。ȸおໜの
ಫりの自ژの時期ȹではȴ切ท症状の自ژȵから病
院受診をしており、։ુに対する認ে度はȸ切ท症
状の認েがない時期ȹに比͓ると高くなっていた。
しかし、ȴ治療に対してِྕȵで示されるように、
։ુに対する認ে度は೩かった。໹行して、感ૂの
高まり（ະ安）度合いは೩かった。ȸ搬送ࠨ೰の時
期ȹの頃、母親はȴ切ท症状の自ژȵが高まり、Ⱥ搬
送ஜ施設の医療ੜ౾のࡠ界Ȼを体験していた。੭ș
にȴ医師の։ુ症状の୰明にොංȵしȴ搬送の୰明
のၑٜȵを示しており、։ુに対する認ে度も以ஜ
より高くなっていた。
ˎȫเ௣ಎ
　搬送中は、ȸ搬送中の時期ȹのみがಒ੄された。
（1）ȸ搬送中の時期ȹ
　緊急搬送中、ݣ急৬内では「ち͡っと思い੄せな
いのですけど、დをしていて和やかな໱囲気でした
よ。」（Cさん）とȴ搬送中の医師の対応に安心ȵし、
また搬送୶には「ະ安はなくて、ま̛ةかあっても
施設が整っているから大સ夫だろうなーって思って
いたのですけど」（łさん）のࢊりからȴ搬送され
る事に安心ȵしȺ঑׳される安ബ感Ȼを感じていた。
そのような状況の中Ȩ母体搬送ȩとなり、ະ安感ૂ
は高くなった。しかしこの頃はまだȴ治療に対して
ِྕȵをしており生まれてくる子を人として認েし
ܔんでࠞえるという度合いはまだ೩かった。
ˏȫเ௣ࢃ
　搬送後は、ȸ困თした時期ȹとȸະ安の時期ȹの
２つがಒ੄されたので、それぞれを୰明する。
ĩ1Īȸ困თした時期ȹ
　搬送୶では「本当にもう（ストτΙλȽ）運͊れ
てす̪、あの̟नࠬしたり、いろいろ手術の੔備
が進んだので」（Cさん）とȴ医療者のଇ௸な対応ȵ
にՐடとしȺ緊急時の体験Ȼをしていた。また、切
ท症状の௩ޑからȴ母体の生ྵのܓ機ȵを感じ母親
は「一応、へその੣が巻いてたら…（ၞ）…赤ち͝
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んがܓないのかもしれないから、もう今す̪産みた
い̪らい」（Dさん）と感じていた。しかし、それ
でも「自ட分娩で上の子2人産んでいるので切りた
くないと思って」（ˡさん）はȴ自ட分娩へのこだ
わりȵから、Ⱥೱؐ切開の受け入れݵ๛Ȼをしていた。
ĩ2Īȸະ安の時期ȹ
　ȴథ児の安全のためೱؐ切開を஖఼ȵした母親は
「ただຽ通にしてますけど、౗もいなかったら、大
ݧきしたいって、思うくらいでした。」（Ńさん）とȴ分
娩に対し心の੔備ະ௷ȵを感じ、ओしทるȺお産に
対するະ安Ȼを感じていた。
ːȫ໦༔ࢃ
　分娩後は、ȸ安ബの時期ȹとȸ։ુ症状の気̿き
の時期ȹの２つがಒ੄されたので、それぞれについ
て୰明する。
ĩ1Īȸ安ബの時期ȹ
　母親は分娩ೄ後の感想を「もうなんか༶心状態」
（Dさん）とȴྫِྪ中のお産ȵの体験をし、「なんか、
අにةしてたっけな、っていう感じです͇」（ņさん）
とȴ分娩後の༶心状態ȵを経験した。੄産後、母親
は「一応、やっ͋り、૭し࿫ないなーっていう…（ၞ）
…。」（łさん）とȴ生まれた児に対し૭し࿫ない気
持ちȵを感じており、「本当にごめん͇ーって、保
育ܕに入ってました͇…（ၞ）…。」（łさん）とȺ઀
さく生まれたわが子への૭し࿫なさȻを感じていた。
また、੄生ೄ後は「ݧき୊も໳こえたので安心はし
ました。ݧいてたよ͇ーって、ݧいてるよーって」
（łさん）とȨ産୊に安心ȩしたり、Ȩ઀さく生まれ
た児がࡓ気で安心ȩしたりとȴ੄生ೄ後の子どもの
状態に安心感ȵを感じており、Ⱥ生への感動をȻ体
験していた。
（2Īȸ։ુ症状の気̿きの時期ȹ
　分娩後、ŏICŖにおいて…Ȩ保育ܕの児に૘れ感動ȩ
「かわいかった」（Dさん）と児とのȴ૘れ合いで高
まる愛ૂȵを感じていた。そこで母親は、分娩後の
૦り༐りに「やっ͋り、母体が৻っていたのかな̛。」
（łさん）とȺ母体にܳこった։ુ症状の気̿きȻ
があり、母親は、自૸の妊娠から分娩に至るまでの
考えや行動を૦り༐り、ȴ։ુ症状を考えない行動ȵ
を自ژしていた。
ˑȫ։ુછેͅచ̳ͥ෇েഽȂۜૂȪະհȆհ૤ȫ
͈ࣞͤ͘ഽȂঊͬࡢ̱͂̀෇ে̳ͥഽࣣ̞͈۾
߸଻
（1）ȸ困თした時期ȹȸະ安の時期ȹȸ気̿きの時期ȹ
では、Ⱥ母体にܳこった։ુの気̿きȻがあり、
また、ȴథ児の安全のためೱؐ切開を஖఼ȵする
というように子に対して関心が向き安全を気にか
けະ安が౲șと高まっていった。子の౪生後は「ま
あなんてちっち͝く、๧ໂなんかも、どすࣱくて
…（ၞ）…。」のࢊりのようにȺ்産児のྚ熟性
へのະ安Ȼを感じ、一気にະ安感ૂは高くなった。
։ુに対する認ে度もȨ்産ȩした事実からȨ்
産児のリスクȩが認েされ、։ુに対する認ে度
はより高くなった。ȸ安ബの時期ȹではȺ઀さく
産まれたわが子への૭し࿫なさȻから։ુに対す
る認ে度はさらに高まっていた。一方、子との対
࿂で、ȴ੄生ೄ後の子どもの状態に安心ȵしȨ産୊ȩ
や活発に手௷を動かしている様子にȺ生への感動Ȼ
を感じ、感ૂ（感動）の高まり度合いは最高にో
していた。さらに、子とのȴ૘れ合いで高まる愛
ૂȵを実感しながら、他方ではȴ生まれた児に対
し૭し࿫ない気持ちȵになり、児を一人の人とし
て認েする度合いも最高にోしていた。
Ⅵ įࣉख़
ˍȅเ௣ஜ
ˍȫ༦૶͈։ુછે̞͈̾̀ͅ෇ে
　搬送された母親から生まれた子はほとんどが்産
児という事から、母体にةらかの։ુがܳこってい
た。母親のほとんどは職を有しており、妊娠を継続
しながら、Ⴛ൱しなけれ͊ならない۪ޏであった。
࠲ࢫな母体においては、Ⴛ൱が்産の原因とはなら
ないが、母親らは切ท症状の一ਅであるおໜのಫり
に気̿かず、Ⴛ൱を継続していた。ł県は全࣭でも
ਫ਼ංၚが೩く、共൱きによって家ࠗを֋持しており
妊ິ中でも൱かなけれ͊ならない状況にある。妊ິ
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自૸の体調の変化や、おໜのಫりなどがあっても、
ॽ事を࿹୶せ̰るをංない状況にあり、体調が悪い
と言えなかったとଔ௶される。また、経産ິのા合、
上の子のଲდ等もあり、切ท症状の悪化をઉいてい
る。ࡹ用௰も経फ効ၚを࿹୶しݝူ等、妊ິへの෻
ၪがઁないと思われ、母親はȺ職ાや家族から期待
される࿨ڬȻに൞える為、థ児۪ޏとしての自己の
体調管ၑは後回しにせ̰るをංないとଔ௶された。
つまり։ુ症状の認েが೩かったため、症状が悪化
し்産に至ったと考えられる。「థ児体重の妊娠਩
数ྀの基੔౵」からすると、妊娠35਩ではథ児の
体重は࿩2300Ũ以上あるといわれているが、搬送
された母親の子の੄生時体重は35਩でも194ĹŨと
઀さく、子にとっておໜの中は発育۪ޏが最適で
はなかったと考えられる。母親は35਩の経産ິで
あるが、妊ິ࠲診でథ児の体重が઀さいことを指ഊ
されても問題と௴えておらず、ະ安とも感じていな
かった。妊娠経過中、母親がະ安を感じていなけれ
͊、థ内の子の心෻はせず、また母親は։ુ症状を
։ુとも認েしない。それゆえ、子に対してະ安感
ૂが೩くい。よって։ુ症状の認েが೩い事は、ະ
安感ૂをも೩くし、子が։ુ症状ئに౾かれていて
も問題ないとٜ৷した。また、母親は子をࡢとして
認েする度合いも೩くかったと考える。
ˎȅเ௣ಎġ
ˍȫเ௣̯ͦͥ༦૶̦̲̞̹ۜ̀ΑΠτΑ…
　搬送まで்急に進められた状況ئにおいて、母親
はમळに状況を෤՜する事にྫၑがあり、さらに自
分自૸の気持ちを後回しにされ搬送に૸をゆだ͇る
しかなかったと思われる。な̶なら、搬送ࠨ೰後の
ଇ௸な搬送への対応は、母体やథ児のݣྵのために
গむをංないことであるが、搬送中母親は、同ฺ者
の気ࡍいや言ဩかけ、行動を۷ख़していることか
ら、自૸より同ฺ者に関心がܙせられている。これ
は、૸体的にޞրにさらされると人間は、ະ安の発
生をཡ̨心の安೰と調和を図るためにཡמ機制が൱
く事がある。10）その為ྫ意েにཡמ機制が൱き自分
自૸にܳきている緊ಫ状態（ストτス）を意েしな
い行動がܳこった6）と考えられる。緊ಫ度が೩い分、
子に対しての意েの೩さと໼行して、子をࡢとして
認েする度合いは೩かったとٜ৷できる。搬送する
事がࠨ೰してから、搬送までに要した時間のౣさに、
自分の気持ちを表す事の੄ြなかった母親は、自૸
の状態だけでなく、։ુに対する認েや子をࡢとし
て認েする余ဉなどなかったとଔख़される。
ˏȅเ௣ࢃ
ˍȫ༦૶͈ঊͅచ̳ͥ෇েഽ
　妊娠ྎ期は੄産の੔備のために、分娩に対するژ
ࢅや家族のための੔備を整える時期である。7）しか
し搬送された母親は、ྖ期で੄産するという心ၑ的
੔備のஜに子のリスク回๰のため்産しなけれ͊な
らない状況に追いࣺまれている。そのような状況で
母親は、்産のઇౄをทられ、お産に対しする心の
੔備ができていない事に、ະ安感ૂが੭șに高まっ
た。œŶţŪůによると妊娠後期には大きくなったおໜ
に母親は๛応なしに子の存在を認েさせられるが、
搬送された母親のા合妊娠経過に։ુがあるため子
宮内の生育۪ޏが悪かった。その為、子の成長がະ
十分であり、母親は子の存在の認েが十分にはでき
なかったと考えた。また、搬送ࠨ೰から分娩までに
要した期間は一ၰ日であり、時間のౣさとະ۝れな
۪ޏの中では自分の気持ちを表੄できなかったとと
もに、母親は医療者から施される医療ੜ౾を受け入
れるしかなかった。
ːȅ໦༔ࢃ
ˍȫঊͅచ̳ͥ෇েഽȪ଎ˎȫ
　子の੄生により、母親の感ૂは一気に変化して
いった。分娩という઩ࠢと、子が੄生した事に今ま
でのະ安感ૂは安心感へと変化した。「もう、なん
か༶心状態」の母親の言ဩからྫ事にお産をਞၭし
たという母親のளೄな気持ちであり、ষの੊間、母
親は生まれた子の存在を気にする。子の産୊を໳き、
「ݧいていたよ͇、ݧいてるよ͇Ƚ。」と生存を確૞
するように言い、安心感は急௸に高まっていった。
生まれた子は்産児であるため、ŏICŖへのਓယと
なるが専門的な઀児科医の治療が受けられる事で、
安心感はさらに高まった。また保育ܕにਓယされて
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いるわが子をࡉて、その઀ささにޥき、妊娠中の։
ુ症状の対ੜの方法がわからなかった事に気̿き、
児に対して૭し࿫ないと謝ऻの気持ちになったと考
えられる。しかし、子に૘れることによって、วの
౰かさや子のちいさい様子などから、母親にةらか
の઩ࠢがζターナルアタッΙιϋトを૘発したと
思われるĹ）。このような઩ࠢにより母親が生まれた
子をࡢとして認েし子への愛಍が形成されたとଔ௶
された。そして、母親が子をࡢとして認েする度合
いは高まり、生れた子を自分の子としての認েも高
まった。　　　　
　分娩後はし͊らく経過して母親は、自૸の妊娠か
ら分娩に至るまでの考えや行動を૦り༐る作業を行
う。搬送された母親はඅに்産したという事実から、
自分の妊娠に対する認েの೩さや考えの۫さを実感
し、։ુに対する認ে度が最高になった。母親が生
まれた子をࡢとして認েする行動は、今まで母体の
付௺໤であったథ児が切りၗされ、ࡢとして認েし
たものである。థ児は母体をٚして外界へ੄て子と
なるのだが、母親にとっては分娩（ଈ೑）というイ
αϋトを経験しᦡの੣を切りၗす事に大きな意ྙが
あると思われた。その意ྙは、母親だけに感じる、
థ児から子への変化であり、අにζターナルアタッ
Ιιϋトを通して感じられる、ࡢ（一人の人）である。
ˑȅ༦ఘเ௣される༦૶にచ̳る঑׳
ˍȫ༦଻փে͈ږၛ
　搬送された母親らは、子に対しての意েが೩い事
から、母性意েの確立がಁれたと思われる。この事
から、妊ິ࠲診時には、母体やథ児の૸体的なΙェッ
クのみだけではなく、母性意েの確立についても力
をಕがなくてはならない。搬送される母親らに、子
に対しての意েが向けられていれ͊、։ુ症状に対
し்めに対ੜが੄ြ、் 産を回๰できたと思われる。
母性意েは母親が生まれてくる子をၑ想として追求
する事で੭șに高まっていく。7）そのためにも母親
らに保࠲指導ではథ児に関心を持たせる事が重要で
あり、おໜのಫりの状態を全く自ژ੄ြていないȺ切
ท症状の知েのࠧශȻの者もいる事から、妊ິ࠲診
でໜ緊等が෤՜されるા合には、妊ິに分かるよう
に、ಢ෋に指導を行うຈ要がある。
ˎȫ΋ηΣΉȜΏοϋ͈ਹါ଻
　搬送された母親は医師や看護師からいろいろと質
問され、自分自૸にܳきていることがၑٜできない
まま、医療ੜ౾が行われる。この緊ಫ状態の中、࡛
状を母親がしっかりと受けগめるには時間を要す
が、この緊ทした中において医療者からの୰明は母
親らにとって்産をۑめられる内ယであり、母親に
とってはઇౄしがたいものである。しかし、母親の
心ૂをݦみ৾って安օな୰明は、母親の期待に฽す
る結果をઉくޔれがある。緊ಫした中で、母親にະ
安をဓえることなく、࡛状をၑٜしてもらうために
は、ౣ時間で母親がၑٜできる内ယのୈ஖がຈ要で
あり、そのために母親のஶえを߹ಶし共感する事で
૞ှ関߸をಃくຈ要がある。おໜのಫりや性ܕ੄ࠬ
は、母親にとってະ安やޔູ感を生じるため、「心
෻した͇、ູかった͇」等の୊かけは、母親の心ૂ
に安心感をဓえる。また、ੜ౾などでは「܎ಫった
͇」、「もうઁしだから͇」等のࠣ႗の୊かけをする
事で、安心と共に母親は自૸のおかれた状況をၑٜ
しようと努める。
ঊͬࡢ̱͂て͈෇ে͉Ȩ்ॲ͈෇েະ௷ȩかͣঊに۾
૤̦೩̩Ȃঊͬࡢ̱͂て෇ে̳るഽࣣ̞͉೩かっ̹ȃ
̱か̱໦༔ࢃȂঊ͈͂చ࿂́ȴ૘れࣣ̞́ࣞ͘るՔૂȵ
ͬ৘̱̦ۜ̈́ͣȂఈ༷͉́ȴ୆͘れ̹঱にచ̱૭̱࿫
̞̈́ܨ঵̻ȵに̈́ͤȂ঱֚ͬ૽͈૽̱͂て෇ে̳るഽ
ࣣ̞͉डࣞにో̱て̞̹ȃ
଎ˎ
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ˏȫΨȜΑτΫνȜ͈ຈါ଻
　母体搬送後から分娩までࢮただしく時間が経過す
る。母体搬送のストτスを感じ、それが࿴される間
もなく分娩、育児とඏ入していく母親は、育児困難
が生じないよう、これからইまる育児に対して気持
を整えるຈ要がある。母親は分娩というイαϋトに
対し、自己のお産の૦り༐りがຈ要であり、Ψース・
τΫューはȄ自分の੄産体験をࢊることで、母親と
してだけでなく、一人の੫性としての自૸をࡉつめ
る大切な૦り༐りである。Ψース・τΫューから気
̿かされる母親自૸のளೄな気持ちや行動をしっか
りと受けগめ、ప院後の子との生活を向かい入れる
੔備をするຈ要があり、்産したという事実を受け
入れる事が重要である。
Ⅶ įࠫა　
　今回の研究を通して母体搬送後分娩になった母親
の体験から、以ئの事が示ऐされた。
։ુ症状の認েがなく感ૂの高まりも೩い時期に
は、母親の子に対するࡢとしての認েは೩く、分娩
後、子に૘れる事によりࡢ（͌とり人）として認ে
していた。
֨ဥ文ࡃ
１）࢚生Ⴛ൱જࡹ用޳等・児ൺ家ೳޫ長…ĩ2003
年７月15日）ࡹ児発ల0715002࣢：周産期
医療対ॐ整備事業の実施についてȅũŵŵűĻİİ
ŸŸŸįŮũŭŸįŨŰįūűİŴũŪůŨŪİ200Ĺİ11İťŭİŴ1125Į
4ťŠ0002įűťŧįĩ2012Į…12Į2ĹĪ
２）ࢺ井ੇ秀：母子保࠲の主なる統ࠗ į…59Ȟ122、
母子保࠲事業団、൐ނ、200Ĺį
３）長ؚ࠻：日本における産科診療の࡛状と今後（2）
看護 į…日本看護協会誌49（13Īį…216Į224ĭ1997į
４Ī沖縄県 Ļ沖縄県周産期保ࡏ医療対ॐ整備ࠗ
ْ į…ŸŸŸįűųŦŧįŰŬŪůŢŸŢįūűİŴŪŵŦİŧŶŬŶŴũŪİ
ŬŦůŬŰŻŰŶŴũŪůİŴźŶŶŴŢůŬŪįũŵŮ（2011年 Į ３
月）į४ચ日 ĩ2012Į12Į2Ĺ）
ˑ）ऎ൥里૕ Ļζターナル・アタッΙιϋト研究の
ٽ۷ ĭྴࡣؚ大学 ĭྴࡣؚ ĭ2006į
˒）ന中周໹ Ļݣ急看護におけるフͻϋクのܓ機的
κΟル看護に関する研究 ĭ…91Į99山口大学看護
学部ܮ要9ĭ2005į
７）ルό͹・ルーΫϋ：母性論……母性の主۷的体験 į…
（新ൽࢨᐈ ĭ…後൥ࠋ子 ĭ…࿫）ĭ…医学੥院 į൐ނ Ļ1997į
˔）保ॄ秀ဎ Ļ母性とୈ神疾患 ĭ学ࠝ২Ȅ൐ނȄ
19ĹĹį
˕）ઐന݅ဎ：Ȭ妊ິが入院したらȭ母体搬送の基੔ȅ
日本産ິ人科学会雑誌：51巻3࣢、59Ƚ62　
10）઀ോௌ子：看護におけるܓ機ၑ論ܓ機ٚ入 įڼ
৆会২、ނസ į2013
